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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
リ
リ
カ
ル
な
の
は
 

－
絆
の
戦
士
－

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
４
３
２
Ｋ

【
作
者
名
】

　
ム
ー
ン
デ
イ

【
あ
ら
す
じ
】

　
無
印
リ
リ
な
の
終
盤
に
オ
リ
主
を
加
え
た
Ｉ
Ｆ
物
語
。
な
の
フ
ェ
イ
の
決
闘

か
ら
、
感
動
の
別
れ
シ
ー
ン
を
二
部
に
分
け
て
公
開
。
―
―
自
覚
し
て
い
る
さ

自
分
の
弱
さ
に
。
一
人
じ
ゃ
何
も
で
き
な
い
己
の
強
さ
。
誰
か
が
い
な
く
ち
ゃ

仲
間
が
い
な
い
と
戦
え
な
い
最
弱
魔
道
士
っ
て
こ
と
く
ら
い
。
で
も
よ
、
そ
れ

が
ど
う
し
た
？
　
守
り
た
い
モ
ノ
が
あ
る
。
笑
顔
に
し
た
い
モ
ノ
が
あ
る
。
だ

か
ら
、
俺
は
立
ち
向
か
う
…
…
相
手
が
大
魔
導
師
プ
レ
シ
ア
・
テ
ス
タ
ロ
ッ
サ

だ
ろ
う
と
。
”
な
の
は
”
と
”
フ
ェ
イ
ト
”
、
二
人
の
幸
せ
と
い
う
名
の
未
来

を
勝
ち
と
る
為
に
俺
は
行
く
！
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プ
ロ
ロ
ー
グ

『
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
』

　
ソ
ラ
に
響
い
た
機
械
音
。

　
そ
し
て
同
時
に
展
開
さ
れ
た
、
光
の
模
様
。

　
模
様
は
魔
力
機
械
に
よ
る
自
動
生
成
さ
れ
た
魔
法
陣
。

デ
バ
イ
ス

　
放
つ
魔
力
光
は
紫
。

　
内
部
に
二
重
の
正
方
形
を
持
つ
真
円
形
。

―
―
そ
れ
は
ミ
ッ
ド
チ
ル
ダ
式
の
魔
法
。

「
サ
ン
ダ
ー
レ
イ
ジ
」

　
ソ
ラ
に
響
い
た
女
性
の
声
。

　
彼
女
の
前
方
に
同
じ
く
ミ
ッ
ド
チ
ル
ド
式
の
魔
法
、
つ
ま
り
魔
法
陣
が
描
か

れ
た
。

　
コ
チ
ラ
、
術
者
の
魔
力
で
自
ら
作
り
出
し
た
モ
ノ
。

　
魔
力
光
は
同
じ
く
紫
。

―
―
雷
鳴
っ
！
―
―

　
轟
く
雷
の
音
。

　
女
性
の
前
方
に
開
か
れ
た
魔
法
陣
か
ら
だ
。

　
自
ら
の
魔
力
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
に
散
ら
ば
る
魔
力
が
集
ま
る
。

　
一
つ
一
つ
が
微
弱
だ
が
。
多
数
揃
え
ば
脅
威
と
な
り
。

　
凄
ま
じ
い
威
力
を
発
揮
す
る
。

　
ゴ
ォ
オ
ン
と
唸
り
を
上
げ
、
”
魔
力
が
雷
へ
と
変
換
”
さ
れ
て
い
く
。
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「
ロ
ー
ド
…
…
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
」

　
女
性
、
世
界
で
唯
一
無
二
の
大
魔
導
師
。

　
プ
レ
シ
ア
・
テ
ス
タ
ロ
ッ
サ
。

　
彼
女
が
見
据
え
る
の
は
、
狙
う
は
、
襲
う
の
は
。

　
自
分
の
夢
と
希
望
と
生
き
る
意
味
を
奪
い
、
自
分
の
愛
し
い
モ
ノ
の
姿
を
し

た
悪
魔
。

「
キ
ヒ
ヒ
ヒ
…
…
ヤ
ベ
ェ
な
、
”
俺
達
”
。
あ
の
魔
法
は
確
か
Ｓ
＋
は
あ
っ
た

よ
う
な
…
…
」

　
プ
レ
シ
ア
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
。

　
苦
笑
い
を
浮
か
べ
る
、
彼
女
か
ら
悪
魔
と
呼
ば
れ
た
少
女
。

し
ょ
う
ね
ん

　
長
い
金
髪
を
後
頭
部
の
低
い
位
置
で
一
つ
に
ま
と
め
た
、
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
が

印
象
。

　
上
下
左
右
、
何
も
無
い
空
間
で
大
の
字
に
な
り
動
け
な
い
で
い
た
。

　
よ
く
見
る
と
手
首
と
足
首
に
位
置
す
る
所
に
紫
色
の
リ
ン
グ
が
あ
っ
た
。

―
―
ミ
ッ
ド
チ
ル
ダ
式
の
拘
束
魔
法
。
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
バ
イ
ン
ド
。

バ
イ
ン
ド

　
バ
イ
ン
ド
と
は
空
間
に
、
魔
力
に
よ
り
対
象
の
動
き
を
封
じ
る
魔
法
。

　
そ
し
て
、
こ
の
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
バ
イ
ン
ド
は
、
固
定
効
果
だ
け
で
は
な
く
。

　
雷
撃
系
魔
法
の
威
力
向
上
効
果
も
あ
る
。

　
つ
ま
り
、

「
…
…
今
ア
イ
ツ
が
放
と
う
と
し
て
る
魔
法
、
少
な
く
て
も
Ｓ
Ｓ
＋
か
。
最
大

ア
レ

は
Ｓ
Ｓ
Ｓ
－
と
見
た
」

　
と
呟
い
て
か
ら
、
ハ
ッ
と
な
る
。
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「
忘
れ
て
た
。
集
束
魔
法
じ
ゃ
ね
ぇ
か
…
…
」

　
金
髪
の
少
女
は
プ
レ
シ
ア
と
戦
う
仲
間
達
の
名
を
言
う
、

し
ょ
う
ね
ん

「
な
の
は
、
フ
ェ
イ
ト
…
…
ク
ロ
ノ
と
ユ
ー
ノ
に
ア
ル
フ
。
あ
、
俺
と
プ
レ
シ

ア
も
い
た
ん
だ
。
明
ら
か
に
計
測
不
能
レ
ベ
ル
だ
ろ
…
…
」

　
数
十
メ
ー
ト
ル
前
方
で
魔
力
を
集
め
る
プ
レ
シ
ア
を
見
る
と
。

　
今
ま
さ
に
放
と
う
と
し
て
い
た
―
―
最
強
と
も
呼
べ
る
一
撃
を
っ
！

「
…
…
」

「
滅
び
な
さ
い
。
愛
し
の
ア
リ
シ
ア
を
奪
い
し
悪
魔
め
っ
！
」

―
―
閃
光
っ
！
―
―

『
Ｔ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
 

Ｒ
ａ
ｇ
ｅ
 

Ｒ
ｏ
ａ
ｄ
 

ｏ
ｆ
 

Ｄ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
 

Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
』

「
―
―
ブ
レ
イ
カ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」

―
―
雷
撃
っ
！
―
―

　
前
方
に
魔
法
陣
か
ら
放
た
れ
た
閃
光
。

　
一
気
に
ソ
レ
は
ア
リ
シ
ア
を
飲
み
込
ん
だ
。

し
ょ
う
ね
ん

―
―
雷
焼
っ
！
―
―

ら
い
し
ょ
う

「
ぐ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

　
ア
リ
シ
ア
の
悲
鳴
が
ソ
ラ
に
響
く
。

し
ょ
う
ね
ん

　
け
れ
ど
、
プ
レ
シ
ア
の
魔
法
を
止
ま
ら
な
い
。
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否
。
止
め
る
つ
も
り
は
な
い
。

　
更
に
魔
力
を
込
め
て
威
力
を
高
め
る
。

　
最
後
の
希
望
だ
っ
た
、
願
い
と
想
い
を
壊
さ
れ
。

ジ
ュ
エ
ル
シ
ー
ド

　
何
十
年
と
か
け
た
計
画
を
滅
茶
苦
茶
に
さ
れ
。

　
挙
句
の
果
て
に
は
、
自
分
の
大
切
な
宝
物
を
奪
っ
た
。

ア
リ
シ
ア

　
”
も
う
ア
リ
シ
ア
は
死
ん
だ
”
。

　
”
目
の
前
に
い
る
の
は
、
ア
リ
シ
ア
の
姿
を
し
た
悪
魔
だ
”
。

バ
ケ
モ
ノ

　
そ
う
。
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
絶
対
的
な
苦
し
み
と
痛
み
を
与
え
る
為
に
全

魔
力
を
込
め
る
。

　
破
壊
す
る
―
―
悪
魔
の
肉
体
を
。

ヤ
ツ

　
粉
砕
す
る
―
―
悪
魔
の
精
神
を
。

ヤ
ツ

　
殲
滅
す
る
―
―
悪
魔
を
構
成
す
る
全
て
の
モ
ノ
を
っ
！
 

ヤ
ツ

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

―
―
Ａ
Ｍ
 

５
：
１
０
。

　
道
場
内
で
、
二
人
の
男
が
向
き
合
っ
て
い
る
。

　
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
？
　
と
聞
か
れ
れ
ば
、
答
え
は
ノ
ー
だ
。

　
彼
ら
は
約
束
を
し
て
い
る
の
だ
。

か
い
わ

　
決
戦
前
の
…
…
。

「
そ
ろ
そ
ろ
行
く
の
か
？
」

「
は
い
、
恭
也
さ
ん
」

　
恭
也
と
呼
ば
れ
た
青
年
は
高
町
家
の
長
男
。

　
小
太
刀
二
刀
御
神
流
と
い
う
剣
術
を
父
親
の
士
郎
か
ら
受
け
継
い
だ
。
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”
と
あ
る
少
年
”
曰
く
「
ク
ー
ル
で
寡
黙
且
つ
ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
十
八

番
と
す
る
の
で
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
。

　
だ
が
、
情
に
厚
く
優
し
い
人
。

「
ガ
イ
ル
…
…
な
の
は
を
頼
む
」

　
も
う
片
方
の
男
は
、
否
。
”
と
あ
る
少
年
”
の
名
は
ガ
イ
ル
。

　
ガ
イ
ル
は
、
ニ
ッ
と
歯
を
見
せ
て
笑
う
と
。

「
お
う
、
任
さ
れ
た
」

　
た
だ
そ
れ
だ
け
を
言
っ
て
、
道
場
を
出
る
。

　
二
人
の
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
コ
レ
だ
け
だ
。

　
十
分
な
の
か
、
こ
れ
で
？
　
答
え
は
イ
エ
ス
。

　
そ
れ
が
恭
也
と
ガ
イ
ル
。

　
二
人
の
友
情
だ
か
ら
。

か
ん
け
い

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

―
―
海
鳴
臨
海
公
演
　
Ａ
Ｍ
 

５
：
５
５
。

　
一
番
広
い
広
場
に
佇
む
４
つ
の
影
。

　
一
つ
は
先
程
の
少
年
こ
と
ガ
イ
ル
。

　
彼
の
左
右
隣
に
立
つ
、
二
匹
の
獣
。
橙
色
の
狼
の
ア
ル
フ
と
、
フ
ェ
レ
ッ
ト

（
っ
ぽ
い
）
の
ユ
ー
ノ
。

　
そ
し
て
、
彼
ら
の
前
に
い
る
の
が
。

「
出
て
き
て
…
…
フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
」
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此
処
に
来
て
か
ら
、
ず
っ
と
目
を
瞑
っ
て
い
る
高
町
な
の
は
。

　
彼
女
は
念
話
で
”
と
あ
る
人
”
を
呼
ん
で
い
る
の
だ
。

―
―
何
故
か
っ
て
？
　
そ
れ
は
…
…

『
Ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
』

　
何
処
か
ら
で
も
無
く
、
彼
女
は
舞
い
降
り
た
。

　
自
身
の
魔
力
機
械
の
先
端
に
魔
力
光
を
鎌
の
形
状
に
発
生
さ
せ
て
。

デ
バ
イ
ス

サ
イ
ズ

　
黒
衣
の
防
護
服
を
、
そ
の
身
に
纏
っ
た
。

バ
リ
ア
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

　
寂
し
げ
な
目
を
し
た
少
女
。

「
フ
ェ
イ
ト
ぉ
」

　
ア
ル
フ
は
己
の
主
の
名
を
呟
く
。

　
母
親
の
願
い
を
叶
え
る
為
に
。

　
優
し
い
母
親
に
戻
っ
て
欲
し
い
か
ら
戦
う
、
フ
ェ
イ
ト
と
呼
ば
れ
た
少
女
。

「
賭
け
よ
う
、
お
互
い
が
持
っ
て
い
る
全
て
の
ジ
ュ
エ
ル
シ
ー
ド
を
」

『
『
Ｐ
ｕ
ｔ
 

Ｏ
ｕ
ｔ
』
』

　
少
女
達
の
デ
バ
イ
ス
は
、
な
の
は
の
声
と
同
時
に
出
す
。

　
互
い
が
持
つ
、
ロ
ス
ト
ロ
ギ
ア
・
ジ
ュ
エ
ル
シ
ー
ド
を
。

「
私
達
の
全
て
は
ま
だ
始
ま
っ
て
も
い
な
い
。
だ
か
ら
本
当
の
自
分
を
始
め
る

た
め
に
」

　
な
の
は
を
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
を
フ
ェ
イ
ト
に
向
け
て
言
う
、

「
始
め
よ
う
…
…
最
初
で
最
後
の
、
本
気
の
勝
負
！
」
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な
の
は
は
視
線
を
フ
ェ
イ
ト
を
見
据
え
つ
つ
。

　
後
ろ
に
い
る
少
年
に
右
手
を
差
し
出
す
。

「
お
願
い
…
…
ガ
イ
ル
君
」

「
あ
あ
、
勿
論
だ
。
な
の
は
…
…
勝
つ
ぞ
！
」

「
う
ん
！
」

　
ガ
イ
ル
は
自
分
の
右
手
で
、
な
の
は
の
右
手
を
掴
む
。

　
そ
し
て
、
発
動
す
る
。

　
自
分
が
持
つ
稀
少
技
能
を
。

レ
ア
ス
キ
ル

―
―
繋
が
る
絆
。

オ
ゾ
ン

　
瞬
間
。
二
人
は
光
に
包
ま
れ
た
。

「
ア
ル
フ
…
…
私
達
も
行
く
よ
」

「
分
か
っ
た
。
ご
め
ん
よ
ぉ
…
…
ユ
ー
ノ
、
ガ
イ
ル
、
な
の
は
」

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
海
鳴
市
海
上
。

　
空
を
駆
け
る
”
３
つ
の
光
”
。

『
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｎ
 

Ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
』

　
”
金
色
の
少
女
・
フ
ェ
イ
ト
”
は
周
囲
に
、
発
射
体
を
生
成
す
る
。

フ
ォ
ト
ン
ス
フ
ィ
ア

　
数
は
４
個
。

『
Ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｏ
ｔ
ｅ
ｒ
』
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”
桜
色
の
少
女
・
な
の
は
”
も
発
射
台
を
生
成
す
る
。

デ
ィ
バ
イ
ン
ス
フ
ィ
ア

　
数
は
フ
ェ
イ
ト
と
同
じ
く
４
個
。

　
否
。
８
個
と
”
１
個
”
。

「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
！
」

「
シ
ュ
ー
ト
！
」

「
リ
ン
グ
バ
イ
ン
ド
！
」

―
―
射
撃
っ
！
―
―

　
”
計
１
３
個
”
の
魔
法
弾
と
４
つ
の
リ
ン
グ
が
放
た
れ
た
。

　
桜
色
と
金
色
の
魔
法
弾
は
宙
で
擦
れ
違
う
。

な
の
は

フ
ェ
イ
ト

　
狙
う
は
、
自
分
の
瞳
に
映
る
”
敵
”
。

―
―
打
撃
っ
！
―
―

　
桜
色
の
魔
法
弾
は
フ
ェ
イ
ト
に
当
た
る
直
前
に
。

デ
ィ
バ
イ
ン
シ
ュ
ー
タ
ー

　
一
つ
一
つ
が
小
さ
な
爆
風
を
生
み
出
す
。

　
そ
う
。
”
８
個
”
全
て
の
弾
が
叩
き
落
と
さ
れ
た
。

　
誰
に
？

　
橙
色
の
狼
・
ア
ル
フ
だ
。

「
く
っ
、
な
の
は
！
」

「
大
丈
夫
」

　
ガ
イ
ル
に
返
事
を
し
つ
つ
、
自
身
へ
撃
た
れ
た
金
色
の
魔
法
弾
を
器
用
に
避

フ
ォ
ト
ン
ラ
ン
サ
ー

け
る
。

　
２
対
１
…
…
実
質
的
に
は
”
２
対
２
”
だ
が
、
気
を
抜
い
て
は
ダ
メ
だ
。

　
止
ま
る
こ
と
も
、
隙
を
作
る
の
も
。
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（
だ
か
ら
、
も
う
一
回
、
デ
ィ
バ
イ
ン
シ
ュ
ー
タ
ー
を
）

　
そ
う
思
う
が
、

『
Ｂ
ｌ
ｉ
ｔ
ｚ
 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
』

―
―
刹
那
―
―

　
超
高
速
移
動
魔
法
を
使
い
、
フ
ェ
イ
ト
は
一
瞬
に
し
て
な
の
は
の
後
ろ
に
回

り
込
む
。

　
な
の
は
は
後
ろ
に
立
つ
脅
威
に
気
付
い
て
い
な
い
。

フ
ェ
イ
ト

　
ザ
ン
バ
ー
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
た
バ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ュ
で
、
な
の
は
を
斬
り
下
ろ

す
。

（
勝
っ
た
）

　
そ
の
攻
撃
が
通
っ
た
な
ら
ば
。

「
ユ
ー
ノ
式
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
」

「
っ
！
」

『
Ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｏ
ｔ
ｅ
ｒ
』

―
―
衝
撃
っ
！
―
―

　
フ
ェ
イ
ト
の
攻
撃
が
弾
か
れ
た
。

　
な
の
は
を
守
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
、
桃
色
と
素
色
の
縞
々
模
様
の
バ
リ
ア

に
。

「
キ
ヒ
ヒ
ヒ
、
俺
を
忘
れ
ち
ゃ
困
る
ん
だ
な
」
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「
シ
ュ
ー
ト
」

―
―
射
撃
っ
！
―
―

　
瞬
間
、
防
御
す
る
前
に
発
動
さ
せ
た
デ
ィ
バ
イ
ン
シ
ュ
ー
タ
ー
を
ゼ
ロ
距
離

で
フ
ェ
イ
ト
に
ぶ
つ
け
る
。

「
う
…
…
っ
！
」

　
フ
ェ
イ
ト
の
体
が
、
数
十
メ
ー
ト
ル
は
吹
き
飛
ぶ
。

「
な
の
は
、
ま
だ
だ
。
掴
ん
だ
チ
ャ
ン
ス
は
逃
す
な
よ
」

「
も
っ
ち
ろ
ん
！
」

『
Ｓ
ｈ
ｏ
ｏ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
 

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
』

　
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
を
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
ー
ド
に
変
え
て
、
片
手
で
持
つ
。

　
左
手
に
握
ら
れ
た
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
を
フ
ェ
イ
ト
に
向
け
る
。

　
之
は
砲
撃
魔
法
に
特
化
し
た
形
態
。

『
Ｔ
ｗ
ｏ
 

Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
 

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
』

　
転
移
。
目
の
前
に
現
れ
た
”
も
う
１
機
の
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
”
。

　
そ
れ
を
右
手
に
持
ち
、
唱
え
る
。

『
Ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｅ
 

Ｂ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
』

　
２
機
の
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
の
先
端
に
魔
力
を
集
中
さ
せ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
狙
う
は
―
―
、

（
あ
れ
程
の
高
レ
ベ
ル
魔
法
を
二
つ
同
時
に
？
　
で
も
…
…
此
処
か
ら
な
ら
避
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け
れ
る
）

「
甘
い
な
、
テ
ス
タ
ロ
ッ
サ
っ
！
」

―
―
拘
束
―
―

「
バ
イ
ン
ド
？
　
い
つ
の
間
に
…
…
っ
」

　
フ
ェ
イ
ト
は
リ
ン
グ
型
の
バ
イ
ン
ド
に
捕
ま
っ
た
。

　
実
は
、
な
の
は
と
フ
ェ
イ
ト
が
魔
力
弾
を
撃
ち
合
う
直
前
に
。

　
ガ
イ
ル
が
仕
掛
け
た
モ
ノ
だ
。

「
く
っ
…
…
ア
ル
フ
」

「
て
ゆ
ー
か
、
気
づ
か
な
い
の
か
？
　
お
前
の
使
い
魔
の
事
に
」

「
は
っ
！
」

　
そ
う
い
え
ば
、
ア
ル
フ
は
？
　
と
フ
ェ
イ
ト
は
自
分
の
使
い
魔
を
探
す
。

　
最
初
の
撃
ち
合
い
で
彼
女
の
魔
力
弾
か
ら
自
分
を
守
っ
た
ア
ル
フ
の
姿
が
見

な
の
は

え
な
い
。

（
フ
ェ
イ
ト
ぉ
～
、
下
）

「
ア
ル
フ
っ
！
」

　
見
つ
け
た
。

　
海
中
に
。

　
深
い
所
で
は
な
い
か
ら
、
目
視
で
き
る
。

　
け
れ
ど
、
ア
ル
フ
も
自
分
と
同
じ
く
バ
イ
ン
ド
で
拘
束
さ
れ
て
る
。

「
す
ま
ね
ェ
な
…
…
ア
ル
フ
、
フ
ェ
イ
ト
。
こ
の
勝
負
は
俺
達
の
勝
ち
だ
っ
！
」

「
う
ん
！
　
デ
ィ
バ
イ
ン
―
―
」
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右
に
握
る
”
コ
ピ
ー
機
”
を
ア
ル
フ
に
向
け
。

　
左
に
持
つ
自
身
の
愛
機
を
フ
ェ
イ
ト
に
向
る
。

　
狙
う
の
は
二
人
。

「
バ
ス
タ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」

―
―
閃
光
―
―

　
二
つ
の
膨
大
な
魔
力
の
激
流
が
放
た
れ
た
。

―
―
衝
撃
―
―

　
激
流
は
二
人
を
飲
み
込
み
。
否
、
叩
き
つ
け
る
。

　
で
も
止
ま
ら
な
い
、
突
き
進
む
。

（
フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
…
…
こ
れ
が
私
の
本
気
だ
よ
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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